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「太陽
たいよう

は輝いた
かがや      

〜日野
ひ の

弘
こう

毅
き

さんの詩
し

を聖書
せいしょ

から読む
よ  

〜」 

三笠

みかさ

教 会

きょうかい

 主任

しゅにん

司祭

しさい

 浜崎

はまさき

眞

まさ

実

み

 

 

 

「太陽

たいよう

は 輝

かがや

いた」 

太陽

たいよう

は 輝
かがや

いた 

90年
ねん

 

長
なが

い長
なが

い暗
くら

闇
やみ

の中
なか

 

ひとすじの 光
ひかり

が走
はし

った 

鮮烈
せんれつ

となって 

硬
かた

い 巌
いわお

を砕
くだ

き 光
ひかり

が走
はし

った 

私
わたし

は 俯
うつむ

かないでいい 

光
ひかり

の中
なか

を 胸
むね

を張
は

って歩
ある

ける 

もう 私
わたし

は 俯
うつむ

かないでいい 

太
たい

陽
よう

は 輝
かがや

いた 

 

  

2001年
ねん

5月
がつ

11日
にち

に「らい予防法
よぼうほう

違憲
いけん

国家
こっか

賠 償
ばいしょう

請 求
せいきゅう

訴訟
そしょう

」で原告
げんこく

勝訴
しょうそ

の熊本
くまもと

地裁
ちさい

判決
はんけつ

が出さ
だ

れました。そのとき原告
げんこく

の

一人
ひとり

日野
ひ の

弘
こう

毅
き

さんが詠んだ
よ   

のが「太陽
たいよう

は 輝
かがや

いた」という詩
し

です。その後
ご

原
げん

告
こく

たちと弁
べん

護団
ごだん

は判決
はんけつ

を確定
かくてい

させるため上 京
じょうきょう

しまし

７   

発行日： 2023年 7月 2日 
発行者： カトリック横須賀三笠教会 
ＴＥＬ： 046-823-0042 
ＦＡＸ： 046-823-1031 

月号 

 

2023年 

e-mail：mikasa-church@aqua.ocn.ne.jp 
 



2 

 

 

た。国会
こっかい

議員
ぎいん

に 働
はたら

きかけ、首相
しゅしょう

面談
めんだん

を

実現
じつげん

するためです。首相
しゅしょう

官邸前
かんていまえ

に座
すわ

り込
こ

み、議員
ぎいん

会館
かいかん

の中
なか

で集 会
しゅうかい

を開
ひら

き、原告
げんこく

と

弁護士
べ ん ご し

と市民
しみん

の三人
さんにん

一組
ひとくみ

で国会
こっかい

議員
ぎいん

一人
ひとり

ひとりを訪問
ほうもん

して判決
はんけつ

内容
ないよう

を説明
せつめい

し、控訴
こうそ

しないように 訴
うった

えて回
まわ

りました。その際
さい

、

私
わたし

は日野
ひ の

弘
こう

毅
き

さんと組んで
く

一緒
いっしょ

に何人
なんにん

か

の国会
こっかい

議員
ぎいん

を訪
たず

ねたことがあります。そのと

き、日野
ひ の

さんは自分
じぶん

の被害
ひがい

を語りました
かた        

。

自分
じぶん

が病気
びょうき

になったため、家族
かぞく

はバラバラ
ば ら ば ら

に

なった。母
はは

の死
し

にも立ち会えず
た  あ   

、お骨
   こつ

を拾う
ひろ  

ことも叶
かな

わなかった。姉
あね

は婚約
こんやく

が破談
はだん

とな

り、その後家
ごいえ

を飛び出し
と だ

、らい予防法
よぼうほう

が廃止
はいし

になった 1996年
ねん

の秋
あき

に自殺
じさつ

した、という

内容
ないよう

でした。被害
ひがい

を語り
か た

勝訴
しょうそ

判決
はんけつ

を確定
かくてい

さ

せるため国
くに

が控訴
こうそ

しないように 働
はたら

きかけて

ほしい。判決
はんけつ

が確定
かくてい

したら「社会
しゃかい

復帰
ふっき

」して

自殺
じさつ

した姉
あね

が出
で

て行
い

かざるを得
え

なかったふ

るさとの家
いえ

で生活
せいかつ

したい、と 訴
うった

えたのが

印象的
いんしょうてき

でした。なお、日野
ひ の

弘
こう

毅
き

さんは判決
はんけつ

が確定
かくてい

した後
あと

、星
ほし

塚
づか

敬愛
けいあい

園
えん

を退所
たいしょ

し社会
しゃかい

での生活
せいかつ

をしていましたが、体 調
たいちょう

を崩し再
くず さい

入所
にゅうしょ

して 2017年
ねん

10月
がつ

19日
にち

に 83歳
さい

で

お亡
な

くなりになりました。 

日野
ひ の

弘
こう

毅
き

さんが詠
よ

んだ「太陽
たいよう

は 輝
かがや

いた」と

いう詩
し

を聖書
せいしょ

の主張
しゅちょう

と重
かさ

ねながら読
よ

んで

みたいと思
おも

います。 

マ
ま

タ
た

イ
い

５章
しょう

43ー45節
せつ

。そこに登 場
とうじょう

する

太陽
たいよう

は古代
こだい

オリエント
お り え ん と

世界
せかい

では法
ほう

や正義
せいぎ

の

象 徴
しょうちょう

で、その法
ほう

とは本来
ほんらい

、今
いま

ある秩序
ちつじょ

を

守
まも

り維
い

持
じ

するものではなく「グル
ぐ る

になってい

る集 団
しゅうだん

を徹底的
てっていてき

に解体
かいたい

し、追
お

い詰
つ

められ

ているたった一人
ひとり

に徹底
てってい

して肩入
かたい

れするも

の」(木庭
こ ば

顕
あきら

)です。旧 約
きゅうやく

では「ツェデク
つ ぇ で く

」や

「ツダカー
つ だ か ー

」、新共同
しんきょうどう

訳
やく

では「恵
めぐ

みのみ業
わざ

」な

どと訳
やく

されます。今
いま

もイスラエル
い す ら え る

では賽銭箱
さいせんばこ

にツダカー
つ だ か ー

(正
せい

義
ぎ

)と記
しる

しています。 

 雨
あめ

は「上
うえ

の水
みず

」のことです。創世記
そうせいき

１章
 しょう

７節
 せつ

で「上
うえ

の水
みず

」と「下
した

の水
みず

」に分
わ

けたと記
しる

されま

す。申
しん

命記
めいき

11章
しょう

8−12節
せつ

にはこれから入
はい

っ

ていく約束
やくそく

の地
ち

は「上
うえ

の水
みず

」＝雨
あめ

に依存
いぞん

する

社会
しゃかい

であると主 張
しゅちょう

しています。それは申
しん

命記
めいき

11章
しょう

につなげて読
よ

むと「下
した

の水
みず

」に

依存
いぞん

した社会
しゃかい

と「上
うえ

の水
みず

」に依存
いぞん

した社
しゃ

会
かい

を

暗
あん

示
じ

して、社
しゃ

会
かい

構
こう

造
ぞう

を語
かた

っていることが解
わか

ります。その上
うえ

で「上
うえ

の水
みず

」すなわち雨
あめ

に

依存
いぞん

した社会
しゃかい

が「約束
やくそく

の地
ち

」＝理想
りそう

とする

社会
しゃかい

なのです。「下
した

の水
みず

」とは大河
たいが

を指
さ

しま

す。大河
たいが

に依存
いぞん

した社会
しゃかい

では治水
ちすい

事業
じぎょう

で

水害
すいがい

を防ぎ
ふせ  

、灌
かん

漑
がい

によって農
のう

業
ぎょう

を 営
いとな

みま

す。そのため官 僚
かんりょう

と常備軍
じょうびぐん

(軍隊
ぐんたい

)による

王政
おうせい

、すなわちピラミッド型
ぴ ら み っ ど が た

の縦型
たてがた

の社会
しゃかい

を形成
けいせい

しました。それはナイル
な い る

川
がわ

と

ティグリス
て ぃ ぐ り す

・ユーフラテス
ゆ ー ふ ら て す

両 河
りょうがわ

の二
ふた

つの
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大国
たいこく

(帝国
ていこく

)のあり方
かた

のことです。そのよう

な社会
しゃかい

構造
こうぞう

を否定
ひてい

して、そこから出
で

て(エ
え

ジ
じ

プ
ぷ

ト
と

脱
だっ

出
しゅつ

とバビロン
ば び ろ ん

捕囚
ほしゅう

からの帰還
きかん

)、この

東地
ひがしち

中 海
ちゅうかい

世界
せかい

で唯
ゆい

一雨
いつあめ

の降
ふ

るカ
か

ナ
な

ア
あ

ン
ん

地
ち

方
ほう

(今
いま

のパレスチナ
ぱ れ す ち な

)へ入
はい

るのがモーセ
も ー せ

五書
ごしょ

のシナリオ
し な り お

(筋道
すじみち

)です。そこでは自由
じゆう

と

平 等
びょうどう

で独自性
どくじせい

が保障
ほしょう

される社会
しゃかい

、人
ひと

と人
ひと

とが水平
すいへい

で対等
たいとう

な関係
かんけい

を築
きず

くことを理想
りそう

と

して「上
うえ

の水
みず

」に依存
いぞん

した社会
しゃかい

と表 現
ひょうげん

しま

す。 

 マタイ
ま た い

５章
 しょう

の太陽
たいよう

と雨
あめ

のシンボル
し ん ぼ る

は、分
わ

け

隔
へだ

てなく地
ち

上
じょう

に降り注ぐ
ふ  そ そ  

イメージ
い め ー じ

から神
かみ

の

寛大さ
かんだい  

を表す
あらわ 

だけではなく、正義
せいぎ

の実現
じつげん

に

よって人
ひと

と人
ひと

とが水平
すいへい

で対等
たいとう

な関係
かんけい

で

生きて
い   

いける社会
しゃかい

のあり方
   かた

を目指す
め ざ  

イエス
い え す

の決意
けつい

が含まれて
ふく      

います。勧善懲悪
かんぜんちょうあく

と因果
いんが

応報
おうほう

の神
かみ

理解
りかい

に基づく
もと    

排除
はいじょ

が日 常
にちじょう

にも

及んで
およ    

いた世界
せかい

に一石
いっせき

を投じた
とう    

のです。 

現代
げんだい

社会
しゃかい

ではダイバーシティ
だ い ば ー し て ぃ

／多様性
たようせい

の

推進
すいしん

が様々
さまざま

な分野
ぶんや

で叫ばれて
さけ      

います。しか

しそこでは差別
さべつ

や排除
はいじょ

の状 況
じょうきょう

が見えなく
み    

され、巧み
たく  

に隠されて
かく       

もいます。そのことに

目
め

を向ける
む   

ことの重要性
じゅうようせい

も指摘
してき

されます。

真
しん

に多様性
たようせい

が尊 重
そんちょう

される社会
しゃかい

とは、自助
じじ ょ

努力
どりょく

で「いい人
ひと

(善人
ぜんにん

)」になることでも功績
こうせき

によって認められる
みと        

ことでもありません。ま

た権 力
けんりょく

ある者
もの

の寛
かん

大
だい

さに頼る
たよ  

ことでもあ

りません。社会
しゃかい

規範
きはん

から外れて
はず    

いると

見なされ
み    

排除
はいじょ

された側
がわ

の人
ひと

にとって、人間
にんげん

としての尊厳
そんげん

が守られる
まも      

ことが、差異
さ い

(ちが

い)を豊かさ
ゆた    

として生かす
い   

社会
しゃかい

の土台
どだい

となり

ます。ハンセン
は ん せ ん

病国賠
びょうこくばい

訴訟
そしょう

の原告
げんこく

の人
ひと

たち

は、人生
じんせい

のありとあらゆる発展
はってん

可能性
かのうせい

が

大きく
おお    

損なわれ
そこ      

「人生
じんせい

被害
ひがい

」をもたらした

強 制
きょうせい

隔離
かくり

の場
ば

から社会
しゃかい

の歪み
ゆ が  

を指摘
し て き

して

裁判
さいばん

に立ち上がりました
た  あ      

。困って
こ ま    

いるから

助けて
た す    

欲しい
ほ   

のではなく、抑圧
よくあつ

と差別
さ べ つ

をなく

し人間
にんげん

として対等
たいとう

に生活
せいかつ

できる社会
しゃかい

を

求めた
もと     

のです。 

裁判
さいばん

係争中
けいそうちゅう

、原告
げんこく

は少数派
しょうすうは

で厳しい
きび     

状 況
じょうきょう

で

した。ある人
ひと

は「感謝
かんしゃ

を知
し

らないクリスチ
く り す ち

ャ
ゃ

ン
ん

」などとも揶揄
や ゆ

されました。社会
しゃかい

の中
なか

に今
いま

もある根深い
ね ぶ か  

排除
はいじょ

と差別
さべつ

の「厚い
あつ  

壁
かべ

」、それ

は死んで
し   

骨
ほね

になってもふるさとへは戻れ
もど  

な

いということを象 徴
しょうちょう

するものです。それだ

けでなく、そのこととも連動
れんどう

して被害
ひがい

を被害
ひがい

として語れず
かた    

、療養所
りょうようじょ

のおかげで助かった
たす      

と語る
かた  

入所者
にゅうしょしゃ

の存在
そんざい

もあります。そのよう

な「頑固
がんこ

な現実
げんじつ

」を日野
ひ の

弘
こう

毅
き

さんは「硬い
かた  

厳
いわお

」と表 現
ひょうげん

したのではないでしょうか。そ

こに基本的
きほんてき

人権
じんけん

の尊 重
そんちょう

という 光
ひかり

を当てた
あ   

のが熊本
くまもと

地裁
ちさい

判決
はんけつ

です。「太陽
たいよう

は 輝
かがや

いた」

という詩
し

はそのことを詠ん
よ  

だものでしょう。

この詩
し

を受けて
う   

、 私
わたし

たちがどのように応答
おうとう

するのかが問
と

われています。療養所
りょうようじょ

の中
なか

で

懸命
けんめい

に生き抜いた
い  ぬ   

人
ひと

に豊か
ゆた  

な文化
ぶんか

や高い
たか  
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芸 術 性
げいじゅつせい

、或いは
ある    

深い
ふか  

宗 教
しゅうきょう

心
しん

を見出して
みいだ    

讃
たた

える言説
げんせつ

があります。それを多様性
たようせい

と

見なす
み   

人
ひと

もいますが、市民
しみん

として加害
かがい

の立場
たちば

を自覚
じかく

するなら、国
くに

の隔離
かくり

政策
せいさく

がもたらした

被害
ひがい

であることを忘れて
わす    

はならないでしょ

う。多様性
たようせい

／ダイバーシティ
だ い ば ー し て ぃ

の推進
すいしん

が「目隠し
め か く  

構造
こうぞう

」となり、ハンセン病
はんせんびょう

病歴者
びょうれきしゃ

にかかわ

る抑圧
よくあつ

と差別
さべつ

の実態
じったい

が隠されて
かく       

しまうこと

がないように注意
ちゅうい

したいものです。

ハンセン病
はんせんびょう

と共
とも

に生きて
い   

こられた人
ひと

たちが

受けた
う   

差別
さ べ つ

被害
ひ が い

を被害
ひ が い

として語れる
かた     

ように、

そういう場
ば

を作る
つく   

ことが、多様性
たようせい

を尊重
そんちょう

する

社会
しゃかい

に向けて
む   

の課題
か だ い

でしょう。 

 

 

 

2023年
ねん

 ６月
がつ

の教会
きょうかい

委員会
いいんかい

 

6月 4日（日）に行われた
おこな       

教 会
きょうかい

委員会
いいんかい

の報告
ほうこく

です。 

                                   

 ＜典礼暦
てんれいれき

と行事
ぎょうじ

・活動
かつどう

＞ 

 

６月  ３日（土）福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

       ４日
   

（日）三位
さんみ

一体
いったい

の主
しゅ

日
じつ

（年間
ねんかん

第９週
だい  しゅう

）  

              教 会
きょうかい

委員会
いいんかい

、典礼
てんれい

部会
ぶかい

 

        １１日（日）キ
き

リ
り

ス
す

ト
と

の聖
せい

体
たい

（年
ねん

間
かん

第
だい

１０ 週
しゅう

） 

              堅
けん

信
しん

式
しき

司
し

教
きょう

ミ
み

サ
さ

、お祝
いわ

い 

       １８日（日） 年
ねんかん

間
かん

第
だい

１１主
しゅ

日
じつ

 

             １１：００ 学
まな

びなおし講座
こうざ

「旧 約
きゅうやく

全書
ぜんしょ

を読む
よ

」浜崎師
はまさきし

 

             教 会
きょうかい

学校
がっこう

 

       ２５日（日）年間
ねんかん

第
だい

１２主
しゅ

日
じつ

 

              英語
えいご

ミサ
み さ

 １５：００ 

   ７月    １日（土）福音
ふくいん

宣 教
せんきょう

部会
ぶかい

 

          ２日（日）年間
ねんかん

第
だい

１３主
しゅ

日
じつ

 

                教 会
きょうかい

委員会
いいんかい

、典礼
てんれい

部会
ぶかい

 

         ９日（日）年間
ねんかん

第
だい

１４主
しゅ

日
じつ
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           「外
がい

国籍
こくせき

の人々
ひとびと

とともに捧
ささ

げるミ
み

サ
さ

」 

    １６日（日）年間
ねんかん

第
だい

１５主
しゅ

日
じつ

 

           １１：００ 学
まな

びなおし講座
こうざ

「旧 約
きゅうやく

全書
ぜんしょ

を読む
よ

」浜崎師
はまさきし

 

                    教 会
きょうかい

学校
がっこう

 

    ２３日（日）年間
ねんかん

第
だい

１６主
しゅ

日
じつ

 

           英語
えいご

ミサ
み さ

  １５：００ 

     ２８～３０日 教 会
きょうかい

学校
がっこう

夏期
か き

合 宿
がっしゅく

 

    ３０日（日）年間
ねんかん

第
だい

１７主
しゅ

日
じつ

 

 

 

家族葬
かぞくそう

の場合
ば あ い

の訃報
ふ ほ う

連絡
れんらく

について（お願い
  ねが   

） 

役割
やくわり

分担
ぶんたん

葬儀
そうぎ

（川嶋
かわしま

理夫
みちお

） 

 

教 会
きょうかい

での葬儀
そうぎ

ミサ
み さ

・告別式
こくべつしき

は、近親者
きんしんしゃ

や親しかった
した        

方々
かたがた

による家族葬
かぞくそう

として行う
おこな  

ことが

多く
おお  

なっています。ほとんどのご遺族
  いぞく

は、信徒
しんと

のみなさんすべてへの訃報
ふほう

連絡
れんらく

は遠慮
えんりょ

したいと

のご意向
いこう

です。そのため連絡網
れんらくもう

を利用
りよう

する訃報
ふほう

連絡
れんらく

が行われません
おこな          

ので、ご逝去
   せいきょ

を知った
し   

方
かた

が近しい
ち か   

関係
かんけい

の方々
かたがた

にそれぞれ訃報
ふほう

連絡
れんらく

を行って
おこな     

いるようです。その場合
ばあい

、ご逝去
  せいきょ

を

知った
し   

方
ほう

から、葬儀
そうぎ

ミサ
み さ

などについての確認
かくにん

の電話
でんわ

が教 会
きょうかい

へ寄せられる
よ     

ことが多く
おお  

なってい

ます。そこで、これからは家族葬
かぞくそう

の場合
ばあい

の訃報
ふほう

連絡
れんらく

は次
つぎ

のように行う
おこな  

ことにいたします。

ご理解
  りかい

・ご 協 力
   きょうりょく

をお願い
  ねが  

します。 

 

１. 葬儀
そうぎ

担当
たんとう

から各地
かくち

区
く

責任者
せきにんしゃ

への連絡
れんらく

 

家族葬
かぞくそう

の場合
ばあい

でも、これまでどおり、ご逝去
ごせいきょ

された方
かた

のお名前
  なまえ

、（住 所
じゅうしょ

）、葬儀
そうぎ

ミサ
み さ

・告別式
こくべつしき

の

日時
にちじ

・場所
ばしょ

などをお知らせ
 し   

します。 

２. 各地区
か く ち く

責任者
せきにんしゃ

 

それぞれの地区
ち く

連絡網
れんらくもう

にこだわらず、心当たり
こころあ    

の方
かた

へお知らせ
 し   

ください。 

３. ご逝去
  せいきょ

を知った
し   

方
かた

 

葬儀
そうぎ

ミサ
み さ

・告別式
こくべつしき

などの詳 細
しょうさい

を確認
かくにん

する場合
ばあい

は、所属
しょぞく

する地区
ち く

責任者
せきにんしゃ

に問い合わせる
と   あ      

よう

にしてください。                                             以上
いじょう
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堅
けん

  信
しん

   式
しき

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6月
がつ

11日
にち

（ 日
にち

） 10時
じ

のミサ
み さ

で、梅村
うめむら

司教様
しきょうさま

をお迎
むか

えし、当
とう

教 会
きょうかい

では 10年
ねん

ぶり

となる堅信式
けんしんしき

が執
と

り 行
おこな

われ、小雨
こさめ

の降
ふ

る中
なか

、

多
おお

くの人
ひと

が参加
さんか

してくださいました。 

この日
ひ

堅信
けんしん

式
しき

に臨
のぞ

んだ小学生
しょうがくせい

から成人
せいじん

ま

での 16名
めい

は、昨年
さくねん

の 9月
がつ

から講義
こうぎ

や

フィールドワーク
ふ ぃ ー る ど わ ー く

などに参加
さんか

し、準備
じゅんび

を進
すす

め

て来
こ

られました。 

堅信
けんしん

の対象者
たいしょうしゃ

には小学生
しょうがくせい

高学年
こうがくねん

から

高校生
こうこうせい

にあたる年代
ねんだい

が多
おお

いことから、特
とく

に

「これからを生
い

きるチカラ
ち か ら

になるもの」を、

地域
ちいき

の方々
かたがた

との関
かか

わりで「交
まじ

わりとしての

教 会
きょうかい

」へと繋
つな

がるように、との思
おも

いで企画
きかく

した堅信
けんしん

準備
じゅんび

講座
こうざ

を、全部
ぜんぶ

で 6回
かい

行
おこな

いまし

た。部活動
ぶかつどう

があったり、ちょうど受験
じゅけん

時期
じ き

に

重
かさ

なっていたり、参加
さんか

することは簡単
かんたん

ではな

かったと思
おも

いますが、毎回
まいかい

多
おお

くの方
かた

が参加
さんか

していました。 

いつもとは違
ちが

う雰囲気
ふ ん い き

の中
なか

、ミサ
み さ

が始
はじ

ま

り、（特
とく

に最前列
さいぜんれつ

の）受
じゅ

堅者
けんしゃ

の皆
みな

さんは、

緊 張
きんちょう

されていたことでしょう。 

当日
とうじつ

は「キリスト
き り す と

の聖体
せいたい

」の祭日
さいじつ

なので、

司教様
しきょうさま

は、「今日
きょう

は、特別
とくべつ

にベネディクト
べ ね で ぃ く と

16

世
せい

教 皇
きょうこう

から 頂
いただ

いた司教
しきょう

指輪
ゆびわ

を嵌
は

めてきま

した。指輪
ゆびわ

の正 面
しょうめん

に描
か

かれているペリカン
ぺ り か ん

は、子育
こそだ

て時
じ

に十 分
じゅうぶん

な餌
えさ

を調 達
ちょうたつ

できない

と、 自
みずか

らの羽
はね

を抜
ぬ

いて 滴
したた

ったその血
ち

を分
わ

け与
あた

えて育
そだ

てる 習 性
しゅうせい

から、ご 聖体
せいたい

の
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シンボル
し ん ぼ る

とされています。」というお 話
はなし

から

始
はじ

められ、続
つづ

いていくつかのエピソード
え ぴ そ ー ど

と

教 皇
きょうこう

フランシスコ
ふ ら ん し す こ

の言葉
ことば

を紹 介
しょうかい

してくださ

いました。 

「長
なが

いコロナ
こ ろ な

禍
か

を経
へ

て、 私
わたし

たちは人
ひと

との交
まじ

わりがどれほど大切
たいせつ

なものかを実感
じっかん

しまし

た。 私
わたし

たちは、人
ひと

の愛
あい

に出会
で あ

って変
か

えられ

る存在
そんざい

です。復活
ふっかつ

したイエス
い え す

に出会
で あ

った弟子
で し

たちは、 過
あやま

ちを無条件
むじょうけん

に許
ゆる

してくださる神
かみ

の愛
あい

・ 慈
いつく

しみを知
し

り、他者
たしゃ

のために共
とも

に生
い

きる人
ひと

へと変
か

えられていきました。幼子
おさなご

のよ

うに純 粋
じゅんすい

な、人
ひと

を思
おも

う 心
こころ

・人
ひと

への思
おも

いや

りを持
も

って出会
で あ

う人
ひと

たちと接
せっ

することがで

きたら素晴
す ば

らしいことです。」とおっしゃった

後
あと

、「 私
わたし

たちも、日々
ひ び

の生活
せいかつ

の中
なか

で、こうし

た愛
あい

を示
しめ

していくことができるよう、堅信
けんしん

の

秘跡
ひせき

を通
とお

してお祈
いの

りしたいと思
おも

います。」と

の言葉
ことば

で、堅信
けんしん

式
しき

へと移
うつ

りました。 

 

式
しき

では、横
よこ

一列
いちれつ

に並
なら

んだ 16名
めい

の受
じゅ

堅者
けんしゃ

に

「10年
ねん

ぶり」を実感
じっかん

したのは、 私
わたし

だけでは

ないでしょう。小
ちい

さなハプニング
は ぷ に ん ぐ

はありまし

たが無事
ぶ じ

に式
しき

が終
お

わると、受堅者
じゅけんしゃ

のみなさ

んの 表 情
ひょうじょう

もホッ
ほ っ

としたように見
み

えました。

ミサ
み さ

終了後
しゅうりょうご

は、そのまま聖堂
せいどう

での記念
きねん

撮影
さつえい

に移
うつ

りました。司教様
しきょうさま

・神父
しんぷ

様
さま

方
がた

を囲
かこ

んで、

まず受堅者
じゅけんしゃ

全員
ぜんいん

で、次
つぎ

は代
だい

父母
ふ ぼ

も加
くわ

わって、

或
ある

いは家族
かぞく

と、友人
ゆうじん

と、など限
かぎ

られた時間
じかん

の

中
なか

、手際
てぎわ

よく撮影
さつえい

してくださったのは、代
だい

父
ふ

も務
つと

められ大 忙
おおいそが

しの松島
まつしま

さんと、応援
おうえん

の

カメラマン
か め ら ま ん

渡部
わ た べ

さんでした。ミサ
み さ

からパーティ
ぱ ー て ぃ

会 場
かいじょう

での撮影
さつえい

まで、ありがとうございまし

た。 

その後
ご

、三笠
みかさ

幼稚園
ようちえん

のホール
ほ ー る

に場所
ばしょ

を移
うつ

し、

司教様
しきょうさま

、神父
しんぷ

様
さま

方
がた

と参加者
さんかしゃ

皆
みな

で、受堅者
じゅけんしゃ

を

お祝
いわ

いしました。パーティ
ぱ ー て ぃ

では、受堅者
じゅけんしゃ

のみ

なさんに 教 会
きょうかい

からのお祝
いわ

いの品
しな

（堅信
けんしん

証明書
しょうめいしょ

と書籍
しょせき

）を贈呈
ぞうてい

し、その後
ご

マイク
ま い く

を

渡
わた

してひとり一言
ひとこと

ずつ話
はな

してもらいました。

感謝
かんしゃ

の言葉
ことば

に続
つづ

けて、「信者
しんじゃ

である家族
かぞく

がき

っかけ、これもなにかのご縁
えん

」「今後
こんご

も侍者
じしゃ

を

続
つづ

けます」「これからも教 会
きょうかい

に来
こ

られるかは

わからない」「なにか行事
ぎょうじ

等
など

があれば教 会
きょうかい

に来
き

ます」等々
とうとう

、それぞれ貴重
きちょう

なナマ
な ま

の声
こえ

を

聞
き

かせてくれました。 

 

堅信
けんしん

を受
う

けられたみなさん、パーティ
ぱ ー て ぃ

でもお

話
はな

ししましたが、今後
こんご

これまでの準備
じゅんび

講座
こうざ

を

補完
ほかん

するような企画
きかく

をご案内
あんない

しますので、ぜ

ひ引
ひ

き続
つづ

いてのご参加
さんか

をお待
ま

ちしておりま

す！ 

 

最後
さいご

になりましたが、受堅者
じゅけんしゃ

への祈
いの

りと支
ささ

え、

堅信
けんしん

式
しき

ミサ
み さ

とパーティ
ぱ ー て ぃ

へのご協 力
きょうりょく

、ありが

とうございました。 

聖
せい

堂内
どうない

の座席
ざせき

の設営
せつえい

や典礼
てんれい

の準備
じゅんび

をして

くださった方々
かたがた

、パーティ
ぱ ー て ぃ

のために会 場
かいじょう

を
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貸
か

してくださった三笠
みかさ

幼稚園
ようちえん

の先生方
せんせいがた

、

食事
しょくじ

や 飲
の

み 物
もの

を用意
ようい

し て く だ さ っ た

フィリピンコミュニティ
ふ ぃ り ぴ ん こ み ゅ に て ぃ

、 ワンコイン
わ ん こ い ん

担当
たんとう

の

方々
かたがた

、前日
ぜんじつ

の会 場
かいじょう

準備
じゅんび

と終了後
しゅうりょうご

の片付
かたづ

け、ここでは書
か

ききれないくらい、本当
ほんとう

に多
おお

くの方
かた

にご 協 力
きょうりょく

いただきました。 改
あらた

めて

感謝申
かんしゃもう

し上
あ

げます。 

（堅信
けんしん

準備
じゅんび

チーム
ち ー む

） 
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FLORESS DE MAYO  

2023.5.28 

コロナ
こ ろ な

の中
なか

久しぶり
ひ さ       

に開催
かいさい

しました。フロレス
ふ ろ れ す

 デ
で

 マヨ
ま よ

当日
とうじつ

は雨
あめ

も無く
な  

たくさんの人
ひと

に来て
き  

もらい日本人
にほんじん

の方
かた

にも参加
さんか

してもらいました。みんなドレス
ど れ す

👗を着て
き  

行進
こうしん

してからミサ
み さ

を

行いました
おこな        

。ミサ
み さ

終了後
しゅうりょうご

はゲーム
げ ー む

などをし子供
こども

達
たち

も喜 び ま し た
よろこ            

が大人
おとな

はそれ以上
いじょう

喜んで
よろこ   

いました。 また来年
らいねん

も開催
かいさい

したいと思います
おも      

のでみなさん是
ぜ

非参加
ひ さ ん か

して下
くだ

さい。 
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フラワーオフェリ
ふ ら わ ー お ふ ぇ り

ー
ー

参加
さんか

ファミリー
ふ ぁ み り ー

体験談
たいけんだん

 

 

初
はじ

めてフラワーオフェリー
ふ ら わ ー お ふ ぇ り ー

に子
こ

どもたちと参加
さ ん か

させていただきました。 

皆
みな

さん、結婚式
けっこんしき

のように華
はな

やかで、まず驚
おどろ

きました。気後
き お く

れする私
わたし

たちに、たくさんの人
ひと

が

声
こえ

をかけてくれ、ドキドキ
ど き ど き

しながら参加
さ ん か

．．．。 

マリア
ま り あ

様
さま

の行列
ぎょうれつ

のあと、英語
え い ご

のミサ
み さ

。和気
わ き

あいあいと、神父
し ん ぷ

様
さま

の問
と

いかけに皆
みな

さん思
おも

ったこ

とを声
こえ

を出
だ

して答
こた

えたり、何度
な ん ど

も笑
わら

いが起
お

こったりという楽
たの

しいミサ
み さ

でした。（子
こ

どもたちには

苦行
くぎょう

のようでしたが） 

子
こ

どもたちのお楽
たの

しみはミサ後
み さ ご

のお菓子
か し

とゲーム
げ ー む

。子
こ

どもは大
おお

盛
も

り上
あ

がり、大人
お と な

も楽
たの

しみま

した。皆
みな

さん、気楽
き ら く

に声
こえ

をかけてくださって、うれしかったです。そして、異文化
い ぶ ん か

体験
たいけん

という、貴
き

重
ちょう

な体験
たいけん

ができました。 

日本人
にほんじん

ももっとたくさん参加
さ ん か

すればいいのに、と思
おも

いました。関
かか

わってくださった方々
かたがた

、あり

がとうございました。 

竹内
たけうち

直美
な お み
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福音宣教部会
ふくいんせんきょうぶかい

からのお知
し

らせ 

（一部
いちぶ

、部会
ぶかい

仲間
なかま

の 力
ちから

をお借
か

りして、今回
こんかい

の文 章
ぶんしょう

を書
か

きます☺） 

 

 

今回
こんかい

も浜崎
はまさき

神父
しんぷ

様
さま

が、新聞
しんぶん

や小冊子
しょうさっし

な

どをご用意
ようい

下
くだ

さり、ＬＧＢＴの問題
もんだい

、神学
しんがく

と

第二
だいに

バチカン
ば ち か ん

公
こう

会議
かいぎ

、生活
せいかつ

保護
ほ ご

、障害者
しょうがいしゃ

が

生
い

きる意味
い み

を学
まな

びました。その中
なか

でも、輸血
ゆけつ

拒否
きょひ

の問題
もんだい

について紹 介
しょうかい

します。小児科医
しょうにかい

が、 宗 教
しゅうきょう

を理由
りゆう

に親
おや

が子
こ

どもへの医療
いりょう

を

拒
こば

むケース
け ー す

を、毎日
まいにち

新聞
しんぶん

で語
かた

っていました。

一
ひと

つは生後
せいご

３日
か

の新生児
しんせいじ

、二
ふた

つ目
め

は２歳
さい

の

女
おんな

の子
こ

が、診 療
しんりょう

の結果
けっか

輸血
ゆけつ

が必要
ひつよう

だと親
おや

に話
はな

したのですが、親
おや

がエホバ
え ほ ば

の証 人
しょうにん

だっ

たために拒否
きょひ

されたというものです。信仰
しんこう

心
しん

は他人
たにん

がどうこうできるものではありませ

ん。母親
ははおや

の胸
むね

の中
なか

に手
て

を突
つ

っ込
こ

んで「あなた

の信
しん

じているものは間違
まちが

っている」と、無理
む り

やり変
か

えることはできません。と語
かた

っていま

した。非常
ひじょう

に心
こころ

の痛
いた

む問題
もんだい

でした。 

 

～２０２４年度
ねんど

なにをするべきか？～

三笠教会
みかさきょうかい

の課題
かだい

をいっしょに 考
かんが

えません

か・・・ 

 ２０２４年度
ねんど

の事業
じぎょう

の見通
みとお

しはたちました

が、わたしたちはその次
つぎ

の段階
だんかい

を 考
かんが

えてみ

ました。 

 教 皇
きょうこう

フランシスコ
ふ ら ん し す こ

の「世界召命祈願
せかいしょうめいきがん

の日
ひ

」

の教 皇
きょうこう

メッセージ
め っ せ ー じ

より 

「教 会
きょうかい

は召 命
しょうめい

のシンフォニー
し ん ふ ぉ に ー

です」と呼
よ

び

かけています。これは、「神
かみ

さまが三笠
みかさ

教 会
きょうかい

だけに与えられた
あた        

使命
しめい

を 考
かんが

えなさい」とい

う意味
い み

とも 考
かんが

えられます。教 皇
きょうこう

のことばに

従
したが

って「出
で

かける教 会
きょうかい

」になると 考
かんが

える

とともに、「三笠教会
みかさきょうかい

」という神
かみ

さまに与
あた

え

られたこの場所
ばしょ

の特殊性
とくしゅせい

についても感
かん

じま

しょう。 

アメリカ
あ め り か

軍
ぐん

基地
き ち

にフェンス
ふ ぇ ん す

１枚
まい

で接
せっ

している

教 会
きょうかい

は、日本中
にほんじゅう

で三笠教会
みかさきょうかい

しかないと思
おも

います。そして、浜崎
はまさき

神父
しんぷ

様
さま

がよくおっしゃ

っている「記念
きねん

艦
かん

『三笠
みかさ

』と米
べい

海軍
かいぐん

基地
き ち

に挟
はさ

まれた三笠教会
みかさきょうかい

」とは、このことになると思
おも

います。これらのことから、神
かみ

さまが与
あた

えら

れた召 命
しょうめい

とは何
なに

かを 考
かんが

え、実現
じつげん

すること

で、フランシスコ
ふ ら ん し す こ

教 皇
きょうこう

の「召 命
しょうめい

の

シンフォニー
し ん ふ ぉ に ー

に加
くわ

わりなさい」という呼
よ

びか

けに応
こた

えたいと思
おも

っています。 
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《2023年度
ねんど

の企画
きかく

》 

① 基地
き ち

の街
まち

ヨコスカ
よ こ す か

で平和
へいわ

について 考
かんが

える（日時
にちじ

決定
けってい

） 

～原爆
げんばく

死
し

の意味
い み

づけと戦後
せんご

天皇制
てんのうせい

をめぐって～ 

講
こう

  師
し

 ：明治
めいじ

学院
がくいん

教 育
きょういく

センター教 授
きょうじゅ

  篠崎
しのざき

 美生子
み お こ

さん 

講演
こうえん

内容
ないよう

：温存
おんぞん

される「浦上
うらかみ

燔祭説
はんさいせつ

」・・・長崎
ながさき

の原爆
げんばく

摂理説
せつりせつ

をめぐって 

と   き：  8月
がつ

12日
にち

(土
ど

)  １３：００～１５：００ （終了後
しゅうりょうご

茶話会
さわ か い

） 

と こ ろ :  三笠教会
みかさきょうかい

聖堂
せいどう

 

 

② 基地
き ち

の街
まち

ヨコスカ
よ こ す か

を 考
かんが

える集
つど

い 

若
わか

い世代
せだい

が基地
き ち

の街
まち

ヨコスカ
よ こ す か

の実態
じったい

を知
し

り、企画
きかく

に参加
さんか

して、ヨコスカ
よ こ す か

を実地
じっち

体験
たいけん

できる

イベント
い べ ん と

をコーディネイター
こ ー で ぃ ね い た ー

との協 働
きょうどう

によって実現
じつげん

することをめざしています。若
わか

い世代
せだい

の

参加
さんか

を大
おお

いに期待
きたい

します。 

（伊藤
いとう

 智未
ともみ

） 

 

 

 

 

少
すこ

し前
まえ

のことになりますが、教会
きょうかい

学校宛
がっこうあて

に下記
か き

のお便
たよ

りを頂戴
ちょうだい

しましたので、ご紹
しょう

介
かい

いた

します。                                             （教 会
きょうかい

学校
がっこう

） 

 

 

 

カトリック
か と り っ く

横須賀
よ こ す か

三笠
み か さ

教会
きょうかい

 日曜
にちよう

学校
がっこう

の皆様
みなさま

 

東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

ともしび会
かい

 

共同
きょうどう

代表
だいひょう

柴山
しばやま

惠子
け い こ

 共同代表達藝
きょうどうだいひょうたちわざ

静子
し ず こ

 

ご復活
ふっかつ

おめでとうございます。 

 

こちらも例年
れいねん

より10
と お

日
か

も早
はや

い桜
さくら

の開花
か い か

でした。晴天
せいてん

続
つづ

きで桜
さくら

の美
うつく

しさを堪能
たんのう

いたしまし

た。今
いま

は八
や

 重桜
え ざくら

とハナミズキ
は な み ず き

が咲
さ

き始
はじ

めました。 野山
の や ま

は萌
もえ

木
ぎ

色
いろ

になり、そして新緑
しんりょく

の季節
き せ つ

を

迎
むか

えます。 

 

御教会
おんきょうかい

の日曜
にちよう

学校
がっこう

の皆様
みなさま

の活発
かっぱつ

なご活躍
かつやく

をお喜
よろこ

び申
もう

し上
あ

げます。 このたびも「ともしび

会
かい

」をお 心
こころ

にかけていただき、多額
た が く

のご寄付
き ふ

をありがとうございました。 ともしび会
かい

のために   
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日
にち

曜
よう

学校
がっこう

の皆様
みなさま

は キャンディレイ
き ゃ ん で ぃ れ い

を作成
さくせい

し、販売
はんばい

して多大
ただい

なご寄付
き ふ

をお送
おく

りくださいました

ことを、リーダー
り ー だ ー

 さんより 伺
うかが

いました。 私
わたし

たちは感
かん

動
どう

いたしました。ご援助
えんじょ

を 頂
いただ

いている

学生
がくせい

たちに伝
つた

えさせていただきます。 

 

今
いま

から 12年前
ねんまえ

、東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

が起
お

こり、 東 京
とうきょう

電 力
でんりょく

福島
ふくしま

第一
だいいち

原子力
げんしりょく

発電所
はつでんしょ

の事故
じ こ

に

よって、 大
おお

き な津波
つなみ

と放射能
ほうしゃのう

の拡散
かくさん

、多
おお

くの人々
ひとびと

は家
いえ

が流
なが

され、仕事
しごと

を 失
うしな

い、故郷
ふるさと

を後
あと

に避難
ひなん

を余
よ

儀
ぎ

なくされまし た。 また若
わか

い人々
ひとびと

は進学
しんがく

をあきらめなければなりませんでした。 

この10
１ ０

年間
ねんかん

で、延
の

べ 80名
めい

の学生
がくせい

たちが、 ともしび会
かい

に支
ささ

えていただきました。福島県
ふくしまけん

だけ

でなく宮
みや

城県
ぎけん

、遠く
とお  

岩手県
いわてけん

出身者
しゅっしんしゃ

もいます。 現在
げんざい

、在学
ざいがく

している学生
がくせい

たちは小学生
しょうがくせい

の

低学年
ていがくねん

で被災
ひさい

しました。 助
たす

け合
あ

って、走
はし

って津波
つなみ

から逃
に

げました。 つらく悲
かな

しいときもありま

した。 ある時
とき

は水
みず

も電気
で ん き

もなく、 食事
しょくじ

も十分
じゅうぶん

になく不便
ふ べ ん

で不安
ふ あ ん

な生活
せいかつ

にも耐
た

えました。 

 

このような若者
わかもの

に夢
ゆめ

と希望
きぼう

を与
あた

えてくださったのはともしび会
かい

です。学生
がくせい

たちはともしび

会
かい

の皆様
みなさま

 にとても感謝
かんしゃ

しています。 よい友達
ともだち

に出
で

逢
あ

い切磋琢磨
せっさたくま

しながら勉学
べんがく

に励
はげ

み、

栄養士
えいようし

、 栄養
えいよう

教諭
きょうゆ

、幼稚園
ようちえん

教諭
きょうゆ

、保育士
ほ い く し

、社会
しゃかい

福祉士
ふ く し し

、 語学
ごがく

、公務員
こうむいん

などの資格
しかく

を取得
しゅとく

し、

イエス
い え す

・キリスト
き り す と

様
さま

のことも学
まな

び ました。 ともしび会
かい

の皆様
みなさま

への感謝
かんしゃ

を故郷
ふるさと

の復興
ふっこう

のために

尽
つ

くしたい、と 考
かんが

え真
しん

剣
けん

に勉 強
べんきょう

しています。 

 

昨年度
さくねんど

は2
２

名
めい

の学生
がくせい

が卒 業
そつぎょう

しました。おかげさまで故郷
ふるさと

に帰
かえ

って保育
ほいく

園
えん

で生
い

き生
い

きと

働
はたら

いていま す。 今年度
こんねんど

は4
４

名
めい

の学生
がくせい

がともしび会
かい

のご支援
しえん

を 頂
いただ

くことになりました。 ど

うぞこの学生
がくせい

たちが、未来
みらい

の道
みち

を切
き

り開
ひら

いてゆくことができるようにお祈
いの

りください。 

 

最後
さいご

になりましたが、重
かさ

ねて感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げますとともに、 カトリック
か と り っ く

横須賀
よ こ す か

三笠
みかさ

教 会
きょうかい

の 

日
にち

曜
よう

学校
がっこう

の皆様
みなさま

と信徒
しんと

の皆様
みなさま

の上
うえ

に復活
ふっかつ

のイエス
い え す

様
さま

の祝福
しゅくふく

が豊
ゆた

かに注
そそ

がれますように、 

お祈
いの

り申
もう

し上
あ

げます。 

 

東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

ともしび会
かい

 熱海
あつみ

紀子
のりこ
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【教会
きょうかい

ミニ
み に

知識
ち し き

】 
 

祭壇後壁
さいだんこうへき

の十字架像
じゅうじかぞう

 
                                            

      5月 14日のミサ後
み さ ご

、祭壇後壁
さいだんこうへき

の十字架
じ ゅう じか

が栄光
えいこう

のキリスト像
き り す と ぞ う

から受難
じゅなん

のキリスト像
き り す と ぞ う

に変
か

わりました。

三笠
み か さ

教会
きょうかい

には祭壇後壁
さいだんこうへき

に掲
かか

げる十字架像
じゅうじかぞう

は２つあ

り、掲
かか

げない十字架像
じゅうじかぞう

は告
こっ

解室
かいしつ

にあります。 

聖
せい

パウロ
ぱ う ろ

修道会
しゅうどうかい

サンパウロ
さ ん ぱ う ろ

公式
こうしき

ＨＰのコラム
こ ら む

「キリスト
き り す と

教
きょう

知恵
ち え

袋
ぶくろ

」に「十字架像
じゅうじかぞう

の変遷
へんせん

」について南雲
な ぐ も

正晴
まさはる

神父
し ん ぷ

（フランシス
ふ ら ん し す

コ会
こ か い

）の記事
き じ

（2021年 1月 26日）

がありますので紹介
しょうかい

します。 

 十字架刑
じゅうじかけい

はローマ
ろ ー ま

帝国
ていこく

の処
しょ

刑法
けいほう

の一
ひと

つだったと言
い

われています。主
しゅ

はその上
うえ

で人類
じんるい

の罪
つみ

の赦し
ゆ る

を願
ねが

いつ

つ、ご自分
じ ぶ ん

の命
いのち

を父
ちち

に捧
ささ

げられました。主
しゅ

の十字架
じ ゅう じか

は受難
じゅなん

と死
し

そのものであり、信者
しんじゃ

にとっては贖
あがな

いと

犠牲
ぎ せ い

のしるしでした。 

    

   パウロ
ぱ う ろ

にとって十字架
じ ゅう じか

は神
かみ

の力
ちから

・知恵
ち え

でした（1コリント
こ り ん と

1・18〜25）。しかし十字架像
じゅうじかぞう

の発展
はってん

を見
み

ると、最初
さいしょ

から十字架
じ ゅう じか

がキリスト
き り す と

教
きょう

という宗 教
しゅうきょう

その

ものを表
あら

わすシンボル
し ん ぼ る

ではなかったことが分
わ

かります。 

 四世紀
よんせいき

、迫害
はくがい

が解
と

け、教会
きょうかい

に平和
へ い わ

が訪
おとず

れると、典
てん

礼
れい

の目
め

覚
ざま

しい発
はっ

展
てん

のときを迎
むか

えます。それ

以前
い ぜ ん

は、むしろ十字架
じ ゅう じか

のしるしを 公
おおやけ

にすることは危険
き け ん

だったのですが、このころから勝利
しょうり

と

救
すく

いのしるしとして、典礼
てんれい

や教会
きょうかい

芸術面
げいじゅつめん

において、全
まった

く自
じ

由
ゆう

に表
ひょう

現
げん

することができるように

なったのです。本来
ほんらい

、キリスト
き り す と

の受難
じゅなん

と死
し

、贖
あがな

いのしるしであった十字架
じ ゅう じか

は、まさに神
かみ

の力
ちから

、救
すく

いの勝利
しょうり

、復活
ふっかつ

の栄光
えいこう

であり、信
しん

じる者
もの

にとっての希
き

望
ぼう

、喜
よろこ

びのシンボル
し ん ぼ る

となったのです。従
したが

ってこれを表現
ひょうげん

する十字架像
じゅうじかぞう

が一般的
いっぱんてき

なもので、非常
ひじょう

に表徴化
ひょうちょうか

された十字架
じ ゅう じか

が好
この

んで使
つか

われ

ています（装飾的
そうしょくてき

十字架
じ ゅう じか

と呼
よ

ばれる）。この傾向
けいこう

は今日
こんにち

に至
いた

るまで、ビザンチン
び ざ ん ち ん

典礼
てんれい

を中心
ちゅうしん

に

東方
とうほう

教会
きょうかい

の特徴
とくちょう

です。 

七
しち

〜八
はち

世紀
せ い き

ごろになると徐々
じょじょ

に変化
へ ん か

が現
あらわ

れ、受難
じゅなん

のキリスト像
き り す と ぞ う

が描
えが

かれるようになります。こ

の傾向
けいこう

はローマ
ろ ー ま

を中心
ちゅうしん

とした西方
せいほう

教会
きょうかい

に見
み

られ、中世
ちゅうせい

になってよりリアル
り あ る

な受難
じゅなん

、そして死
し

のキリスト像
き り す と ぞ う

へと発展
はってん

し、本来
ほんらい

の復活
ふっかつ

の勝利
しょうり

、神
かみ

の力
ちから

を映
うつ

す十
じゅう

字
じ

架
か

像
ぞう

は影
かげ

が薄
うす

くなりました。

そこに中世
ちゅうせい

教会
きょうかい

の信仰
しんこう

観
かん

の影
えい

響
きょう

が強
つよ

く表
あらわ

れています。 

しかし、ヴァチカン
ヴ ぁ ち か ん

公
こう

会議
か い ぎ

以降
い こ う

の典礼
てんれい

刷新
さっしん

と平
へい

行
こう

して古代
こ だ い

の十字架像
じゅうじかぞう

が再
ふたた

び脚
きゃっ

光
こう

を浴
あ

び、復
ふっ

活像
かつぞう

・祭司像
さいしぞう

・王
おう

であるキリスト像
き り す と ぞ う

などが使
つか

われるようになりましたが、受難
じゅなん

と死
し

のキリスト像
き り す と ぞ う

ご受難
じゅなん

のキリスト像
き り す と ぞ う

（三笠
み か さ

教会
きょうかい

） 



15 

 

 

がなくなった訳
わけ

ではありません。歴史的
れきしてき

に十字架
じ ゅう じか

の形
かたち

はさまざま

に描
えが

かれますが、代表的
だいひょうてき

なものはラテン式
ら て ん し き

十
じゅう

字
じ

（両腕
りょううで

を横
よこ

に広
ひろ

げて立
た

つ人型
ひとがた

、受難
じゅなん

の表 徴
ひょうちょう

）・ギ
ぎ

リ
り

シ
し

ャ
ゃ

式
しき

十
じゅう

字
じ

（縦
たて

と横
よこ

がその

中心
ちゅうしん

で交差
こ う さ

する正方形
せいほうけい

、栄光
えいこう

・勝利
しょうり

の表 徴
ひょうちょう

）・コプト
こ ぷ と

（エジプト
え じ ぷ と

）式
しき

十
じゅう

字
じ

（アルファベット
あ る ふ ぁ べ っ と

のＴ字形
じ け い

、受難
じゅなん

の表 徴
ひょうちょう

）などがあります。 

               

 

 

【トリビア
と り び あ

】 

INRI（十字架像
じゅうじかぞう

の上部
じょうぶ

に取り付けられた
と  つ     

罪 状
ざいじょう

書き
が  

の文字
も じ

） 

 

 ラテン語
ら て ん ご

IESSUS（イエス
い え す

）、NAZARENUS（ナザレ
な ざ れ

の）、REX

（王
おう

）、IUDAEORUM（ユダヤ人
ゆ だ や じ ん

の）の頭文字
かしらもじ

です。 

 

 （「三笠
み か さ

ニュース
に ゅ ー す

」編集
へんしゅう

委員
い い ん

 川嶋
かわしま

理夫
み ち お

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信徒
し ん と

の近況
きんきょう

 
 

マリア
ま り あ

・グラチア
ぐ ら ち あ

 田畑
たばた

 純子
すみこ

さん 2023年
ねん

 5月
がつ

 18日帰天
にちきてん

 

 

           ルチアノ
る ち あ の

 川畑
かわはた

 匡
まさ

弘
ひろ

さん 2023年
ねん

 6月
がつ

 25日帰天
にちきてん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄光
えいこう

のキリスト像
き り す と ぞ う

（三笠
み か さ

教会
きょうかい

） 


